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2023年1月10日～2022年12月28日 

タモリ「来年は新しい戦前」、同関連 

 

時代の先を読むタモリ タモリ 来年は「新しい戦前」と予言

…ネット反響「サラッと重い言葉」 

2022年 12月 28日 17:59東スポWEB 

 

 ２８日のツイッターでは「タモリさん」というワードがトレ

ンド入りした。 

 これはタモリ（７７）が２８日放送のテレビ朝日系「徹子の

部屋」に出演したから。豪華なコラボにネット民がただちに反

応した。 

 番組の最後には、黒柳が「来年はどんな年になりますかね？」

と質問。するとタモリは「誰も予測できないですよね、これは」

と少考した上で「新しい戦前になるんじゃないでしょうかね」

と答えたのだ。 

 現在ウクライナとロシアの戦いが続いているほか、中国に

よる台湾有事、北朝鮮のミサイル発射など、日本も人ごとでは

い事態が想定される。タモリは具体的な国名は出さなかった

ものの、周辺国の緊迫で戦争に巻き込まれるのではないか…

と危機感を抱いているのかもしれない。 

  ネット上ではタモリの「新しい戦前」というワードに「サ

ラッと重い言葉」「タモリさんらしい」「ものすごく同意します」

などといった投稿が寄せられている。 

 

タモリさん、2023年は「新しい戦前になるのでは」徹子の部

屋で「どんな年？」と聞かれ一言 

タモリさんは、終戦 1週間後の 1945年 8月 22日生まれの 77

歳。終戦直後の日本を生きたタモリさんの一言に「重い言葉だ」

などと反響が広がった。 

濵田理央（Rio Hamada） 

HUFFPOST2022年12月29日 17時58分 JST|更新 2022

年 12月 29日 JST 

タモリさん 時事通信社 

タレントのタモリさんが 12月 28日放送の『徹子の部屋』に

出演し、2023年について聞かれて「新しい戦前になるのでは」

と答える一幕があった。 

『徹子の部屋』2022年最後の放送のゲストとして登場したタ

モリさん。 

番組終盤で、司会の黒柳徹子さんから「来年はどんな年になり

ますかね？」と尋ねられると、少し考え込んだ様子で、苦笑い

も浮かべながら、こう答えた。 

「誰も予測できないですよね。これはね。でもなんて言うかな。

新しい戦前になるんじゃないですかね」 

黒柳さんが「新しい戦前」とだけ返したところで、次の場面に

切り替わった。 

タモリさんは、終戦 1週間後の 1945年 8月 22日生まれの 77

歳。終戦直後の日本を生きたタモリさんこの一言に「重い言葉

だ」などと反響が広がった。 

また、この場面に続いて「何をしてらっしゃる時が一番幸せと

かありますか？」という質問があり、タモリさんは「いやー、

なんでしょうね。昼間からビール飲んでいる時ですかね」と回

答。黒柳さんも笑みが溢れた。 

また番組冒頭では、タモリさんは「この世界に入って 2 度目

のテレビに出たのが徹子の部屋ですから」と、1977年の初出

演を振り返った。 

黒柳さんから「まだプロになってなかった時ですよね」と話を

振られると、「そうです。まだやるかどうか決めて時にここで

たんですから」と応じた。 

オファーをした当の黒柳さんも「あなたがプロの人じゃない

というのを知らなかったものですから、後から聞いて、すごい

大胆なことをしてしまったと思ったぐらい」と懐かしがった。 

テレ朝ポストによると、黒柳さんは1975年、漫画家の故・赤

塚不二夫さんの番組に出演したタモリさんを見て、自身の番

組への出演をオファー。その 2 年後、当時はまだ無名だった

タモリさんの『徹子の部屋』出演が実現したという。 

 

「メディアが国に『動員』されている」とツッコミも…「新し

い戦前」で問われる“報道の力”《タモリの発言が話題に》 

プチ鹿島 

文春オンライン 2023/01/10 

 昨年は流行語大賞が発表された後に「ブラボー」（by長友佑

都）が目立ちましたが、年末にも注目された言葉がありました。 

「新しい戦前」（byタモリ）である。「徹子の部屋」（テレビ朝

日系）で黒柳徹子さんから来年はどんな年になるかと問われ

「誰も予想できないですね」「新しい戦前になるんじゃないで

すかね」とタモリさんが述べた。これがSNSで話題になった

のだ。終戦直後（1945年 8月 22日）に生まれた人の言葉だ

から多くの人がハッとしたのだろう。 

 その数日後、元日の新聞を見ていたら驚いた。俳優の吉永小

百合さんがインタビューで「時代戻らないか心配」と語ってい

たのである。つまりこれも「新しい戦前」を語っているではな

いか。※聞き手は共同通信編集委員なので共同通信が各紙に

配信したのだろう。私は信濃毎日新聞で読んだ。 

https://www.tokyo-sports.co.jp/list/authors/%E6%9D%B1%E3%82%B9%E3%83%9DWEB
https://www.huffingtonpost.jp/author/rio-hamada
https://www.huffingtonpost.jp/author/rio-hamada
https://www.huffingtonpost.jp/author/rio-hamada
https://post.tv-asahi.co.jp/post-173790/
https://bunshun.jp/list/author/58835e627765617e80030000
https://www.tokyo-sports.co.jp/articles/photo/249550
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 吉永さんは 1945年 3月 13日、タモリさんと同じ年に生ま

れている。タモリさんが吉永さんへの憧れを常にトークして

いたことは記憶に新しいが、そんなふたりが期せずして今を

語る際に「戦前」を口にしている。この事実には注目せざるを

得ない。 

吉永小百合が語った“反戦への思い” 

 東京大空襲の 3 日後に生まれた吉永さんは、自分は幼すぎ

て戦争体験があるとは言えないので、戦争についてさまざま

なことを学んで伝えていかなければならないという気持ちで

俳優業をやってきたという。自身にとって師匠のような存在

という作家の半藤一利の言葉「ずっと戦後であってほしい」

「戦争だけは絶対に始めてはいけない」を紹介し、 

《戦争は兵隊だけじゃなくて、一般の市民がたくさん犠牲に

なります。ロシアのウクライナ侵攻でも、それを改めて感じま

した。》 

 と語っている。さらに、 

《怖いのは、昨年末、サッカーのワールドカップ（W 杯）で

日本中が沸き返っていた時期に、敵基地攻撃能力や防衛費増

額という大変な問題を、みんなで考えるんじゃなく、どんどん

決めていこうとした動きです。》 

 とも語っていた。ここで注目したいのは新しい戦前という

なら「まずどの部分を心配するか」だ。防衛なのかその財源な

のか、他国のことなのか？ これも読み比べである。それでい

くと吉永小百合さんは「みんなで考えるんじゃなく、どんどん

決めていこうとした動き」という点を真っ先に警戒していた。

とことん歴史に学ぼうとする視点だった。 

新聞各紙を見てみると… 

 実は、新聞読み比べ的に言っても元日各紙は「新しい戦前」

勢ぞろいという感じだった。  

朝日『空爆と警報の街から 戦争を止める英知いまこそ』（社

説） 

読売『日韓レーダーを接続 北ミサイル探知、即時共有へ』（一

面） 

毎日『「平和国家」はどこへ 日台に軍事連絡ルート』（一面） 

産経『年のはじめに 「国民を守る日本」へ進もう』（一面） 

東京『まちかどの民主主義 話し合いをあきらめない』（一面） 

日経『分断を越える一歩を踏み出そう』（社説） 

 などなど。 

 私が吉永さんのインタビューを読んだ信濃毎日新聞は、1月

5 日の社説で『国防と報道 「非常時」の歴史に学ぶ』という

視点で書いていた。 

《戦前の新聞は「非常時」に直面して変質した。ただ、その場

面にいた新聞社や読者は、引き返せぬルビコン川をいつ渡っ

たのかさえ気づかなかっただろう。》 

 と振り返り、 

《予測を超えた事態が起きて、メディアも国民も川を渡らず

に踏みとどまれるか。権力による誘導やウソを見抜き、圧力に

流されず、はね返す報道の力が試される。》 

 この社説は過去のマスコミ報道（=過去の自分）を振り返り、

「新しい戦前」かもしれない今において自分の役割をあらた

めて問うていた。マスコミのこういう検証や自省は今こそ必

要なのでは。 

防衛省の「トレンドづくり」疑惑も 

 ちなみに同社説では昨年 12月の共同通信のスクープ『防衛

省、世論工作の研究に着手 AI 活用、SNS で誘導』（12 月 9

日）にも言及していた。「防衛省が個人に直接働き掛けて世論

を国策に束ねようとする動きが表面化した」というスクープ

だ。 

 おさらいすると、 

《インターネットで影響力がある「インフルエンサー」が、無

意識のうちに同省に有利な情報を発信するように仕向け、防

衛政策への支持を広げたり、有事で特定国への敵対心を醸成、

国民の反戦・厭戦の機運を払拭したりするネット空間でのト

レンドづくりを目標としている。》（共同通信） 

 という記事であった。この報道について、 

《今のところ、このスクープを報じたのは本紙など共同通信

加盟の地方紙、ブロック紙が中心だ。正面から検証した全国メ

ディアは見当たらない。政府の説明をうのみにして済ますの

だろうか。》（信濃毎日新聞） 

 全国紙さん、問われていますよ。 

※浜田靖一防衛相は会見で「報道は事実誤認」「世論誘導が目

的ではない」と否定したが、共同通信記者の質問には具体的な

返答を避けた。研究が世論操作につながるかは「主観の問題」、

ステマと「違っていない」とも言った。 

有力メディアが国に「動員」された？ 

 地方紙から全国紙へはこんなツッコミもあった。 

《昨年はほかにも、防衛とメディアを巡って歴史に刻むべき

出来事がいくつかあった。11 月に「専守防衛」の転換につな

がる提言をした政府の有識者会議に読売新聞グループ本社社

長、日本経済新聞社顧問が名を連ねた。有力メディアが国に

「動員」されていると国民に映らないか。国策と一体化した戦

前と同じ轍を踏むことになりはしないか。》（信濃毎日新聞） 

 有力メディアが国に動員！ パワーワードである。同時に

これまた「新しい戦前」が浮かぶではないか。全国紙さん、問

われていますよ。 

 しばらく「新しい戦前」というキーワードを頭に入れて政治

家だけでなく報道側を追ってみるのもいいかもしれない。 

 


